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Name︓深⾒修平(Shuhei Fukami)
ISV/SaaS Solutions Architect

趣味︓
サッカー(多⼤なブランクあり)、
（本格ではない）⾃転⾞
特技︓
ピザ焼き
（窯があるのに焼く⼈間がいない時ぜひお呼びください）

好きなAWSサービス︓
Amazon OpenSearch Service, AWS QuickSight
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Amazon QuickSight
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• クラウドに最適化された BI サービス

• サーバーレスでサーバー管理不要

• 月単位のサブスクリプション

• 閲覧者は従量課金なので
使わなければゼロ円
(最大でも1人あたり月額5$の上限)

• IAMと組み合わせて SAML 2.0 を使った
フェデレーションによる SSO が可能

AWS が提供する BI サービス、Amazon QuickSight
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Amazon QuickSight 主要アップデート⼀覧

• Paginated Reports 機能を追加
• QuickSight Q：新しい質問タイプを追加 ※日本語未対応

• QuickSight Q：自動データ準備機能の提供 ※日本語未対応/東京未対応

• API機能の強化 + Asset as Code
• データセットの上限が 10 億行に拡張

• 線グラフ、棒グラフ、円グラフでスモールマルチプルを提供開始
• テキストボックスの追加
• 折れ線グラフの線とマーカーをカスタマイズできるオプション
• 地理空間表⽰のクラスターポイント
• 管理者向けのアセット管理コンソール
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QuickSightのAPI新しい機能
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QuickSight API の操作可能範囲が拡⼤
⼀般利⽤開始

• 分析・テンプレート・ダッシュボード等
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以前からAPIでできた操作
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• テンプレートを使って
データセットを指定して
新しいダッシュボードを
作成することはできた

• テンプレートのもととなるものは
既存のデータセットと分析
でないといけなかった

• 分析やダッシュボードの
新規作成・中身の変更はできなかった

テンプレートを使って複製・作成
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APIにて、アセット定義の作成・移行・編集が可能に
（Assets as Code)
対象は、分析・テンプレート・ダッシュボード

APIにて、

・ビジュアル定義がJSON形式で出力され、

・アセットの生成でJSONファイルを指定可に

この機能により、プログラムによるアセットの

• バルク生成

• Version管理

• バックアップ・デプロイ・ロールバック

• 古いBIソリューションからの移行に役立つ

参考リンク： https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/new-amazon-quicksight-api-capabilities-to-accelerate-your-
bi-transformation/

https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/new-amazon-quicksight-api-capabilities-to-accelerate-your-bi-transformation/
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Demo
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デモの内容
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既存のダッシュボードをもとに、その一部を変更して
新たなダッシュボードを新しいAPIをつかって作成するデモ

• 新しいAPIを使って既存の
ダッシュボードのDefinitionの
jsonファイルを取得する

• 取得したjsonファイルをもとに
新しいダッシュボード作成用の
jsonファイルを作成

• APIを使ってもとのダッシュボード
から中身を変更した
新規ダッシュボードを作成する
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まとめ
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まとめ

• 新しいAPIの機能によりアセットの作成・更新などが可能に

• アセットの定義をjsonファイルとして扱う

• これにより、アセットの変更や差分の管理が容易に
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参考リンク： https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/new-amazon-quicksight-
api-capabilities-to-accelerate-your-bi-transformation/

https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/new-amazon-quicksight-api-capabilities-to-accelerate-your-bi-transformation/


© 2022, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates.

Thank you!
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